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1 はじめに 
 GPS 搭載の携帯電話などの高機能な携帯端末の

普及により，位置情報を利用してユーザ間で地

域情報を共有するサービスが注目を集めている． 

しかし，多くのサービスは Pull 型の通信により，

特定の場所に関連する情報を取得している．こ

のため，ユーザが最新情報を取得するには更新

操作が必要であり，リアルタイム性の高い情報

を扱う際に課題がある． 

 そこで本研究では，リアルタイム性の高い地

域情報の共有に特化した情報配信システムを提

案する．提案システムは，Push 型の通信により

ユーザが特に操作することなく最新情報を取得

可能とする．また，配信負荷の低減と，有益な

情報のみを配信するために，すれ違い通信を用

いて配信エリアを決定する． 

すれ違い通信は，端末同士が物理的に近づい

たことを検知し，端末間で直接通信を行う通信

方式である．すれちがい通信を用いることで，

システムはユーザどうしが実際にすれ違った場

所を取得でき，その地域のユーザ密度を予測で

きる．また，その地域を利用するユーザの行動

範囲を予測することもできるため，地域情報の

需要が高いエリアに限定した効率的な情報配信

も期待できる． 

2 提案システム概要 
 図１に提案システムの概要を示す．提案シス

テムはサービスを提供するサーバと，サービス

を受けるクライアントで構成し，クライアント

は移動可能な携帯端末を対象としている．携帯

端末は GPS により定期的に位置情報を取得し，

サーバに送信する．このためサーバは常にクラ

イアントの位置を把握している．そしてクライ

アントの現在位置を利用し，その付近で投稿さ

れた地域情報のみを選択して配信することがで

きる．また，クライアントどうしですれ違い通

信を行い，通信を行うたびにサーバへ位置情報

を送信する．サーバはその情報を基に，現在多

くのユーザが存在しているエリアを判断し，配

信エリアの動的な制御に利用する． 
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図１ 提案システムの概要 

 

情報交換が多く行われているエリア，ユーザ

が多く存在しているエリアをイベントエリアと

名付ける．イベントエリアは他の地域に比べて

ユーザ数が多い為，投稿される情報が多くなり，

他のエリアよりも価値の高い情報が投稿される

可能性が高いと考えられる．そのため，イベン

トエリアで投稿された情報は，イベントエリア

に隣接しているエリアに居るユーザにとっても

有益な情報を含んでいる可能性が高い．そこで，

情報の配信エリアをイベントエリアに隣接して

いるエリアまで拡張し，イベントエリアで投稿

された情報を周囲のエリアのユーザと共有でき

るようにする． 

3 課題 
 提案システムの実現には以下の課題がある． 

(1) イベントエリアの決定 

イベントエリアを決定するために，各エリア

のユーザ密度を計測する必要がある．このため，

正確なユーザ位置情報の測定が必要である． 

(2) 情報配信エリアの設定 

 イベントエリアを情報配信エリアに設定する

処理が遅いとユーザに不必要な情報まで配信し

てしまう．このため，即時性の高い情報配信エ

リアの設定が必要である． 

(3) 自動的なすれ違い通信の実現 
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する必要がある．今回は Bluetooth 機能を利用

した実装を想定している．Bluetooth を用いたデ

ータ通信では，接続を行う際に接続相手の選択

が必要で，通常は自動的に通信を開始する事が

できない．自動的なすれ違い通信を実現するた

めの方式を検討する必要がある． 

 

4 提案方式 

4.1 イベントエリアの決定方式 
 イベントエリアの判断方式を図２に示す．イ

ベントエリアの判断は次の４段階の手順で行う． 

(1)自分の周囲に提案システムのクライアントア

プリケーションを起動した端末がいるかを探す． 

(2)自分の周囲にクライアントアプリケーション

を起動している端末を発見した場合，端末に搭

載されている Bluetooth 機能を使用してすれ違

い通信を行う． 

(3)すれ違い通信により得られた，通信相手の ID

と場所の位置座標を，サーバに送信する． 

(4)サーバはクライアントから受け取った情報を

用いて，ユーザがどの程度集まっているか判断

し，イベントエリアを決定する． 
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図 2 イベントエリアの判断方法 

 

4.2 情報配信エリアの設定 
ある地域で発生した情報が配信されるエリア

を情報配信エリアと名付ける．情報配信エリア

はエリアごとに個別に設定される．情報配信エ

リアは，ユーザの地域情報に対するアクセス履

歴とイベントエリアの有無に基づき設定する． 

まず，ユーザの地域情報に対するアクセス履

歴を利用し，そのエリアのユーザが地域情報を

多く取得しているエリアを情報配信エリアに設

定する．次に，現在イベントエリアとなってい

るエリアに隣接しているエリアについて，情報

配信エリアにイベントエリアを追加することで，

拡張を行う．この動作はイベントエリアの発生

と消滅時に情報管理サーバが判断して行う．イ

ベントエリアが消滅した際は含まれていたイベ

ントエリアを情報配信エリアから削除する． 

 

 

5 実装 

5.1 システム構成 
 本稿で提案したシステムの構成を図 3 に示す．

今回の実装では，クライアント端末に iPhone を

用いた． 

5.2 すれ違い通信の実現方法 
 iPhone には端末間直接通信のために必要な

Bluetooth 機能が搭載されている．今回は，

Apple 社が提供している GamekitFramework を用

いた．このフレームワークを用いた場合，通信

を行うたびに接続相手の選択が必要である．そ

こで，クライアントアプリケーションは，起動

と同時に周辺にいる他の端末を検索する．ここ

で，端末を検知すると事前に設定したショート

メッセージの交換と，サーバへ位置情報の送信

を行う．また，通信相手の検索，接続に独自の

セッションを作成する事により自動的なすれ違

い通信を実現している． 
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図 3 システム構成 

6 おわりに 
本稿ではすれ違い通信を用いた配信エリアの

制御を特徴とする地域情報共有システムの提案

と実装について述べた． 
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